
　
蒲
郡
の
特
産
物
に
は
、
魚
介
類
、

農
産
物
な
ど
多
く
の
食
材
が
あ
り
、

そ
の
多
く
が
学
校
給
食
で
提
供
さ
れ

て
い
ま
す
。地
元
で
と
れ
た
食
材
は
、

と
れ
て
か
ら
す
ぐ
運
ば
れ
る
も
の
が

多
く
、
ど
れ
も
鮮
度
が
抜
群
。
お
い

し
い
も
の
を
お
い
し
い
う
ち
に
食
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
と
れ

る
場
所
か
ら
提
供
さ
れ
る
ま
で
の
距

離(

フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ)

も
短
い

た
め
、
地
球
に
優
し
い
取
り
組
み
の

ひ
と
つ
で
す
。

　
給
食
に
地
元
食
材
が
使
用
さ
れ
る

の
は
、
年
間
約
15
種
類
。
ネ
ギ
や
ミ

ニ
ト
マ
ト
な
ど
何
気
な
く
食
べ
て
い

る
も
の
も
あ
れ
ば
、
メ
ヒ
カ
リ
の
か

ら
揚
げ
と
い
っ
た
加
工
品
も
あ
り
、

幅
広
く
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
子

さ
ん
が
学
校
か
ら
帰
っ
て
き
た
ら

「
お
か
え
り
」
に
続
い
て
「
今
日
の

給
食
何
だ
っ
た
？
」
と
聞
く
と
、
学

び
の
き
っ
か
け
に
も
つ
な
が
る
の

で
、
ぜ
ひ
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

がまごおりじなるがまごおりじなるな
給食を目指して

　私は昭和 59 年から退職するまで 30 年間蒲郡市の給食に携わってきました。退職して時間は経ちま
すが、今でも時々サポートに入っています。給食に特産品を入れるようになったのは、文部省 ( 当時の
文科省 ) から地場産物を給食に導入していく取り組みが始まったことからでした。みかんは古くから出
していましたが、ほかの食材に何を取り入れようか困っていました。
　そんな時、当時所属していた形原小の授業で市内のグリーンアスパラガスを育てていた農家に行くこ
とになり、私も同行しました。そこでの農家さんの出会いが、給食に多くの地場産物を取り入れるきっ
かけになりました。それからは、それぞれの農家さんや漁協などに足を運び、関わり合いながら特産物
を給食に取り入れています。給食は大量に材料を必要とするので、食材探しは簡単ではありませんが、
子どもたちには、「地元のものっておいしいんだ !」って給食から学んでほしいと思います。

地元の食材を取り入れるのは 1歩ずつ
元栄養教諭 齋藤佳子 ( 左から 2 番目 )

　いちごの生産は、苗づくりから収穫ま

で日々気候との戦い。より赤く・甘くな

るよう工夫して育てています。自分の近

くで作られているものを知るには、まず

は食べること。給食で食べることで、い

ちごを含めて蒲郡で作られている食べ物

を子どものうちから知って、身近に感じ

てもらえたらいいですね。

蒲郡で作られたものを身近に感じて
蒲郡市農協いちご部会 副部会長 石川秀興

生産者の声

給食センターの皆さん

サンベリー蒲郡が給食に！
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